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令 

和
６
年
度
の
事
実
上
の
ク
ラ
ス
活
動
の

ス
タ
ー
ト
と
な
る
一
学
期
正
副
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
役
員
認
証
式
が
、
４
月
12
日(

金)

に

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

３
年
生
の
友
寄
優
歌
さ
ん
（
松
城
中
）
の
司

会
進
行
の
下
、
正
副
Ｈ
Ｒ
の
呼
名
に
引
き
続
き
、
正
副
Ｈ
Ｒ
長
を
代
表

し
て
３
年
７
組
の
仲
程
佑
空
さ
ん
（
南
風
原
中
）
と
髙
良
太
一
さ
ん

（
首
里
中
）
に
出
張
中
の
校
長
先
生
に
代
わ
っ
て
大
城
学
教
頭
か
ら
、

他
ク
ラ
ス
は
担
任
か
ら
認
証
状
の
授
与
が
あ
り
ま
し
た
。
授
与
を
受
け

生
徒
代
表
の
決
意
表
明
と
大
城
教
頭
か
ら
の
激
励
の
言
葉
で
式
は
滞
り

な
く
終
了
し
ま
し
た
。 

 

全
校
生
徒
の
前
で
一
学
期
の
正
副
Ｈ
Ｒ
長
と

し
て
認
証
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
自
覚
を
持
ち
、
ク
ラ
ス
を
ま
と
め
て
い
く

決
意
が
固
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一
学
期
は
行

事
が
盛
り
沢
山
で
す
。
頑
張
れ
正
副
Ｈ
Ｒ
長
！ 

ゴ ールデン・ウイークを目前に控えた４月26日(金)に１

学年は東南植物楽園、２学年は

波之上ビーチ、３学年はネイ

チャーみらい館で待ちに待った

遠足が行われました。 

 当日は未明からの大雨で実施

が心配されましたが、首里高生

の日頃の行いが天に通じ、出発

する頃には天気も回復して、ど

の学年も全体レクやバーベ

キューなど、思う存分楽しむことができ、午後も

ぎりぎり学校に戻るまで間に合いました。 

 クラス・学年の親睦を深め、新学期のスタート

を締めくくる意義のある行事になりました。 

 学年主任の西田先生、比嘉先

生、儀間先生並びに行事担当の

喜舎場先生、正副担任の先生

方、養護・生徒指導の先生方お

疲れ様でした！ 

首 

里
高
校
で
は
、
総
合
検
診
と
い
う
形
で
、
身
体

測
定
・
内
科
検
診
・
歯
科
検
診
を
終
日
行
事
で

行
っ
て
お
り
、
今
年
も
４
月
25
日(

木)

に
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

午
前
中
は
視
力
検
査
や
身
体
測
定
・
聴
力
検
査
、
Ｘ

線
・
心
電
図
検
査
が
行
わ
れ
、
午
後
か
ら
は
内
科
検
診

と
歯
科
検
診
が
並
行
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
生
徒
達
は
係
の
先
生
方
の
指
示
に
従

い
、
整
然
と
各
検
診
に
臨
み
、
さ
す
が
首
里
高
生
と
思
え
る
素
晴
ら
し
い

態
度
で
、
予
定
以
上
の
日
程
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

事
前
の
計
画
・
準
備
か
ら
当
日
の
調
整
に
尽
力
な

さ
っ
た
養
護
教
諭
の
比
嘉
先
生
、
永
山
先
生
始
め
、
各

担
当
の
職
員
の
皆
さ
ん
、
ご
多
忙
な
中
、
検
診
い
た
だ

い
た
内
科
医
・
歯
科
医
の
先
生
方
、
健
康
づ
く
り
財
団

さ
ん
と
歯
科
衛
生
士
の
皆
さ
ん
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

加 藤山崎教育基金とは、実業家の

山﨑舜平氏が、恩師で

ある日本における創造

科学教育の振興に尽力

された加藤与五郎博士

の想いを継いで、全国

の教育諸活動への助成支援を行うために設立され

た財団です。 

 その活動の一環である、学習に意欲的または成

績優秀で品行方正である生徒に給付される加藤山

崎修学支援金に、本校からは３年生の金城ゆめさ

ん（首里中）が選ばれました。金城さんはその学

業成績が認められ引き続きの給付となり、４月15

日(月)に校長室で金城さんに授与が行われまし

た。 

 ３年生になって進路実現に向けて邁進している

金城さん、加藤山崎教育基金の目的にかなう、夢

実現・自己実現を果たしてくれることを期待する

とともに、このような素晴らしい活動を行う加藤

山崎教育基金に心より敬意を表します。 


